　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集計の概要

　今回も参加者のすなおな感想を羅列してみました。

とても沢山の書き込みがあり、事実のみを述べていますが眼視のみなら使えるデータになったと思います。

一部、アクセサリーを含めての評価がありましたので同時に掲載させて頂きます。

	機種名／接眼鏡
	恒星像／テスター

の印象
	月／惑星像の印象
	使用感
	感想等

	ミード

LX２００


	30cmだけあって細かい所まで良く見えた。明るい。良。FSと比べるとトラペジウムの像が甘い。
	大きく、良く見えました。30cmだけあって細かい所まで良く見えた。明るい。迫力あり。
	大型のため、取り扱いが大変そう。デカイ。短時間に組み立て、撤収できるよう更に努力を。
	星雲大迫力！。

見るのはすばらしいが重い。星雲が大きく迫力ありました。

	セレトロン

C－１１
	ゆらぎはあるが見えは良い。
	見えは良いがシャープ感はすくない。
	口径の割に小型で使いやすそう。
	良い。

	セレトロン

C－９ 1/4ＥＸ
	普通。
	LV10ミリ、５ミリと組み良く見えた。４５０倍で土星がスゴイ。
	かなり小さい印象。
	据付からの移動は大変でしょう？

	セレトロン

C－８
	ゆらぎはあるが見えは良い。光軸不良。
	見えは良いがシャープ感はすくない。イマイチ。
	とても小型で使いやすそう。
	良い。出直します。

	シュワルツ応用

１５０双眼
	立体的ですばらしい。着色を心配しておられるが、どうしてどうしてクリアーさが補い、感じが良い像です。
	惑星も立体的で・・・

はじめて見ました。

立体的に見えました。

又、見ていて疲れません。
	場所はとるがゆるせる。とてもあつかいやすかったです。

ディープスカイにはＧｏｏｄの使用感。双眼は楽しい。
	自分もほしい。

見ていて疲れない。とてもあつかいやすいでした。Ｍ４２の見え方がスゴイ。

私の20×70ミヤウチがショボク見える。

	ビクセン

Ｒ１５０Ｓ
	可もなく不可もないが出来が良い見え方でした。
	土星はとても良かった。光軸があっている。月のコントラストはイマイチ。
	今回の中では小さいが良かった。
	Ｇｏｏｄ。中心像はＦＳより少々落ちる感じ。コントラストは惑星・恒星では良い。

	ペンタックス

１０５ＳＤＰ
	ベスト。
	屈折だけあってシャープ。ｇｏｏｄ。シーイングの良いせいか土星良く見えた。一番良く、クッキリ見えました
	あまり見れなかったが作りはしっかりしている。テスター像で２″分解。

分解能で一番良く見えました。
	FS102との差が感じられない。もっと見たかった。惑星（土星）がシャープに見えました。

	タカハシ

ＦＳ－１０２
	シャープ。準ベスト。
	すごくシャープ。

ｇｏｏｄ。コントラスト良く感どう物！！ペンタックスとならんで良く見えました。
	今回は１番良かった。テスター像で２″+１″そこそこ。分解能で一番良く見えました。
	１０ｃｍの屈折は良い。ペンタックスと同じ。

	セレストロン

Ｃ－９０
	とても甘く、低倍のみ有効。テスターでは４″やっと。
	月では黄色に着色。
	最小のマクストフ90ｍｍだったが手軽さのみ。
	光軸調整する前はこれ以上にひどかったです。

	ミヤウチ

２０×７０双眼
	なかなかにシャープ。同社他機種より良い印象。平坦像。
	着色わからず。
	接眼の動き良いです。
	滞空仕様がうれしい。


番外編

	ミードLX２００+ToUcam+レジスタックス実演
	TｏＵcamによる撮像はやはり大変そうで、良い作品は努力を要します。私はデジカメ位で頂度良い。これだけの設備を持ち運ぶファイトには恐れ入ります。器材の工夫も並ではないと思います。すべてを理解していなければ使えません。


企画の印象

	晴れて良かったです。大変ためになりました。購入にあたり、とても参考になりました。観望だけでなくチャートを使用した比較がユニーク。会員の方々もフレンドリーで楽しめました。各種の比較が出来て良かった。

フリーの来客も有り、なかなか良い企画でした。良い。自分の器材を改めて見染めてくれる人がいてうれしかったデス。この場所は首都近郊では条件が良いほうだと思います。のぼりの宣伝効果も少しは有ったか？


とまぁ、なる訳ですが、この企画の最大の目的は『自分の器材を見直す』事にあります。

時代の進歩と性能が比例するのを仕方がないとしてはいないでしょうか？実はこの性能と呼ばれる解ったようでいて解らない表現が人を迷わせる元凶なのです。

　例えば、良く見える望遠鏡がなぜ良い写真が撮れない場合があるのか？の延長では、「目的を絞れば良い」｢限定した能力の器材を使えば良い｣とは誰しも思う事です。しかし、どこまで使えるかを判断するのは｢やってみなくちゃ判らない｣では随分と乱暴な結論です。結局、メーカー発表をどこまで信用するかとか、どこかの評価を受け入れるしかありません。

　アマチュアが出来る検査方法は限られます。市販の試験装置なる物も総合性能を確定する物ではありません。

実際に見て、又は写真を撮ってどうなのか？が我々が欲しいデータではないでしょうか？

それには少しでも客観的に表現出来る手段を手に入れる必要が有ると思います。例えば今回用意した『分解能

テスタ』なる物は自画自賛を覚悟で言うと、かなりその辺をスッキリさせてくれたと思います。

　何より信用出来るのは自分の目で見る事ではないでしょうか？そしていじってみることではないでしょうか？自分の感覚は他人でもそんなに変わらず、長い目で見ても同じように感じるものと考えます。　

深くやる人は理論を立て、機械を駆使して追求するでしょうが、それは出来る人がやれば良いのであります。

器材が進歩し、何か置いていかれるようで心配すると目的を見失いがちになります。

　もう一度自分の器材を見直す事は自分の再発見につながります。今回に限らず、元気になる為の企画をみんなで出し会いましょう。手段は多種多様な頭脳の中に眠っている場合が多いはずです。　　　　　　　　了

